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Ａ．研究目的 

重症熱性血小板減少症候群ウイルス

（SFTSV）はマダニ媒介される人獣共通感染

症である。SFTSV はマダニ-マダニ間および

動物-マダニ間でウイルスが維持されてい

る。その為、SFTSV 流行地では野生動物に

おける SFTSV の感染疫学調査を行うこと

で、狩猟者・解体者・消費者への SFTSV 感

染リスクを評価することができる。本研究

は全国のシカ及びイノシシへの感染状況を

調査し、その地域における感染リスクの増

減を評価するものである。 

 

Ｂ．研究方法 

2024 年度に日本国内で捕獲されたイノシ

シ及びシカの血清を用いて SFTSV に関する

抗体検査及び遺伝子検出を実施した。  

抗体調査には SFTSV 感染 HuH-7 細胞溶

解液を抗原とした間接 ELISA を用いた。遺

伝子検出には SFTSV の S 分節特異的プラ

イマーを用いた RT-PCRを実施した。さら

に、一部の中部地方のイノシシについて

は、人獣共通感染症である日本脳炎ウイル

ス及びオーエスキー病ウイルスの抗体調査

をそれぞれ中和試験と ELISA法で実施し

た。 

 

（倫理面への配慮） 

野生動物の血清は、狩猟や有害鳥獣捕獲

の際に回収された血液を利用しており、本

研究のために動物を捕獲はしていない。 

 

Ｃ．研究結果 

今年度を含めたこれまでの集計結果で

は、シカ 4741検体中 1200検体(25.3%)、

イノシシ 3430検体中 1334検体(38.9%)が

抗体陽性となった。その一方で、遺伝子陽

性はシカ(1483検体中 1検体)、イノシシ

(1540検体中 3検体)とともに非常に低い陽

性率にとどまっている。 

研究要旨：重症熱性血小板減少症候群ウイルス（SFTSV）の蔓延状況の把握と狩猟者および

解体者への感染リスクを検討するため、全国のシカ及びイノシシより採取した血清を用いて

抗 SFTSV 抗体の検出及び遺伝子検出を実施した。ヒトや伴侶動物における SFTS 症例が報

告される西日本のシカ及びイノシシで高い抗体陽性率が検出されているが、遺伝子検出率は

シカ、イノシシともに低い陽性率を示している。本年度における結果では、関東・東北にお

いて抗体陽性個体はみとめられなかった。過去の陽性検体についても定量を試みたが、いず

れも検出限界以下であり、解体時に血液からの感染のリスクは高くない状況が続いている。

しかし、伴侶動物では関東近縁の地域での症例が報告されており、継続した調査が必要と考

えられる。 
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 2024年度においては、シカ 120検体及び

イノシシ 157検体について SFTSVの遺伝子

検査及び抗体検査を実施した。イノシシ・

シカいずれにおいても抗体陽性検体は中部

地方・近畿地方で認められ、シカにおいて

もイノシシにおいても遺伝子陽性検体は認

められなかった。過去の検体について、RT-

PCR 法で遺伝子陽性となった検体について

定量を試みているが、いずれもリアルタイ

ム RT-PCR法では検出限界以下となってい

る。 

 中部地方で捕獲されたイノシシについ

て、SFTSと同じく人獣共通感染症の病原ウ

イルスであるオーエスキー病ウイルスと日

本脳炎ウイルスの抗体調査も実施した。結

果は日本脳炎ウイルスで 30% (93検体中 28

検体)、オーエスキー病ウイルスで 0% (72

検体中 0検体)の抗体陽性率となった。 

 

Ｄ．考察 

野生動物における疫学調査の本年度の結

果を見ると、中部地方(中部 E)と近畿地方

(近畿 E)での抗体陽性検体が確認され、こ

れは過去の調査においても陽性検体が確認

された地域である。これまでの結果の累計

では、東北地方や関東地方の一部において

抗体陽性検体が確認されている。その一方

で、本年度実施した検体の中では、遺伝子

陽性検体は確認されず、累計での遺伝子陽

性率もシカで 0.1%、イノシシで 0.3%きわめ

て低い水準である。 

 伴侶動物に比較して、野生動物において

は抗体陽性率が高い傾向にあるが、その一

方で我々はイノシシ・シカにおける高力価

のウイルス遺伝子が確認された例を確認で

きていない。この傾向については、偶蹄類

におけるウイルスの感受性が関与している

と考えられるが、現時点で正確な知見は得

られていない。 

オーエスキー病ウイルスと日本脳炎ウイ

ルスの抗体調査の結果は、当該地域の過去

の調査とほぼ同様の結果であった。 

 

Ｅ．結論 

SFTSVの浸潤地域の拡大は、伴侶動物及

び人において確認されている。これらの拡

大は野生動物における浸潤地域と一致して

いると考えられ、SFTSV の正確な分布域の

把握には、今後も継続的な全国規模の疫学

調査が必要である。 

加えて、抗体調査において、陽性となる

ような人獣共通感染症の病原体について

は、SFTSVと同様、狩猟及び解体業の関係

者の感染リスクについて検討する必要があ

ると考えられる。 

 

Ｆ．健康危機情報 

なし 
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県動物由来感染症研修会 2025/1/14島
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2024年度 国立感染症研究所・医師卒後

臨床研修プログラム 11月 7日（木） 

11. 前田健「SFTSを振り返る」日本獣医史
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FETP初期導入コース 飯田橋庁舎 

2024年 5月 13 日 

19. 前田 健「One Health アプローチの推

進へ向けて:沖縄県と一緒に考える」沖

縄県衛生環境研究所講演会 2024年 5月

9日 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

なし 

 

２．実用新案登録 

なし 

 

３．その他 

なし 
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